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2Lp－4 ホウレンソウのビタミンＣ含量の貯蔵における日周変動
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食　　物

【目的】　貯蔵方法の発達に伴い野菜においても、栽培時のビタミンc含量を維持するた

めの様々な方法が検討されているが、現在では冷蔵庫、すなわち冷略所保存が一般に普及

している。

　こixtでの実験において、ホウレンソウのビタミンc含最は栽培時の光や温度等の環境

条件の彫饗を受け、一ロのなかでli "Jl)!llの昼間に川加、暗期の夜間に減少という日周変動

を示した。木実験は、種々の条件下で栽培したホウレンソウの冷≪s 所保存によるビタミン

C含M.の日内変化に着目した.そこで、一日の含最の増減を調べこの周期的な変動を貯蔵

などの保存に適応させ、ビタミンC含栗を維持することを目的とした.

　【方法】　材料; S.ｏ↑e☆rｿaceaL.　栽培：光強度は2OI<luxを保持し、明期(l.)12時間、暗期

(D)12時間の明暗(LD)周期状態で栽培後、同条件を対照とし、光のない24時間連続略(DD)状

態でも行った。温度は6℃～20"Cで貯蔵し, 4時間毎に48時間ビタミンC含量の変動を追跡

した。　成分分析: 総ビタミンＣの定.1 (IIPL･P).　　　　　｡｡

　【結果】　LD条件下で土耕栽培後rirnこ移行したTr蔵方法ではヽビタミンC き量はLDと同様

に昼間に増加、夜間に減少した。一日の中で生lOOgの最小値は約40ng.最大値はその約2倍

量となり、平均値は約60ingであった。また.貯蔵後'i時間までは変化は見られず、以後漸

減した。従って、冷略所保存したホウレンソウのビタミンc含量は、短期間では著しい減

少が見られなかったことから保存後の早い時期の昼間に食することがビタミンＣを効率よ

く摂取する一方法であることが日周変動から示唆された。

2 Lp－ 5 登熟中の蓮種子デンプンの特性について
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＜目的＞　蓮は仏教の花としても、食用にする地下茎の蓮根としても日本人に馴染みの深

い植物である。その種子は2000年以上前のものが発芽するように、極めて驚異的な生命力

を有す。また、種子は蓮根同様に食用とされ、強い薬理作用もある。完熟稲子においては

主成分のデンプンの特性をすでに演者らが報告しているが、登熟種子についての詳細はま
だない。そこで本研究では成熟段階の異なる蓮種子、すなわち緑色の登熟種子と黒褐色の

完熟種子のデンプンの特性について比較検討した。またこれと同品種の蓮根及び小麦、ト

ウモロコシ、馬鈴薯デンプンを対照として用いた。

＜方法＞　試料の蓮種子及び蓮根は愛知県立田村で採取されたホワイトロータス種を使用

した。デンプンは各試料をミキサーで磨砕し. 200メッシュの飾に通し沈殿部を水洗し、
更に0.15％の水酸化ナトリウム中で撹絆後、水及びメタノールで洗浄して精製した。精製

した各試料デンプンについて、走査型電子顕微鏡（SEM）による観察、Ｘ線回析、フォ

トペーストグラフィー、示差走査熱分析（DS.C）などを調べた。

＜結果＞　糊化開始温度は登熟種子では&^.1℃、完熟種子では69. O℃であった。Ｘ線回析
図形では成熟段階の相違は認められず、どちらもＡ形と考えられた。デンプン粒子の大き

さは登熟種子では2～15μｍ、完熟種子では6～14μｍであった。また登熟種子では、２

～６μｍの小さな粒子が目立った。
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